
 
 

 



















　大きな水槽中に図のような水深の水路を作る。

ただし，長さの区間の水深は変えられる。

水路の形は線に関して左右対称である。水路

の一端から振動数の水面波を送りこむ。この

波の速さは水深の平方根に比例し，その波長は水路

の幅より十分長く，間の長さ，間の長さ

よりは十分短いとする。このとき波は水路中を正

弦波として伝わるものとし，以下の設問に答えよ。

　全水路で水深をとしたとき，点近くで波長

　の定常波が見られた。点はこの定常波の腹か

　節かを理由を付して答えよ。また，間を進む

　波の速さを求めよ。

　区間の水深をゆっくり変えると定常波の腹

　や節の位置は徐々にずれる。水深が になったとき，

　方向に向かって測ったこのずれの距離はとなった。 との比を求めよ。

　なお，深さが変わる所での波の反射は無視してよい。

　区間の水深を再びにもどし，直線部分に水をからの向きに速さ

　で流す。流れは一様で，この直線部分以外には及ばないとする。に進む波と

　に進む波の波長をそれぞれ求めよ。また，このつの波の点での位相の差

　を求めよ。ただしとする。

　で点が節となるような水流の速さの最小値を求めよ。
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